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月の光条をもつ小型クレーターの光学的成熟度に関する研究

Preliminary result of optical maturity of small rayed lunar craters
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この研究の目的は、Luceyらが考案した宇宙風化度の分光学的指標であるOMAT (Optical
MATurity, Lucey et al. 2000)を用いて、月面の高地にある直径1km以下の小型クレーターの相対
的な形成年代を推定することである。
月表面物質の宇宙風化が時間とともに進行すると、OMATは減少することが知られている。従っ
て、OMATは地表の年代の相対的指標となり得るが、このOMAT時計の構築のためには、
OMATと表面年代の定量的な関係を明らかにする必要がある。
我々は、物質がほぼ均一に近い月面高地に着目し、光条をもつクレーター（ジョルダノ・ブルー
ノクレーター、ジャクソンクレーター、ティコクレーター）について、クレーター年代学によっ
て求められた形成年代とOMATとの相関を調べる。そして、年代につれてOMATがどう変化し
たのかという結果をもとに、小型クレーターの形成年代の推定を試みる。小型クレーターの形成
年代を推定することで、クレーター生成関数がより詳細に求められるのではないかと期待してい
る。これらの結果について報告する。


